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「
明
日
も
来
た
い
！
」
を
目
指
し
て 

 
菜
の
花
管
理
者 

廣
瀬 

政
光 

生
活
介
護
事
業
所
「
菜
の
花
」
は
、
平
成

十
五
年
事
業
開
始
の
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
「
あ
お
ぞ
ら
」
と
平
成
十
七
年
事
業
開

始
の
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
菜
の

花
」
を
通
所
生
活
護
事
業
所
「
菜
の
花
」
と

し
て
統
合
し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
と

と
も
に
再
ス
タ
ー
ト
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
（
二
十
名
定
員
、
あ
お
ぞ
ら
は
活
動
場
所

の
名
前
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
）
。
三
つ
の

障
害
（
発
達
障
害
含
む
）
を
対
象
と
し
て
は

い
る
が
、
多
く
は
重
度
の
身
体
と
知
的
障
害

を
主
と
し
た
方
々
で
あ
る
。
「
あ
お
ぞ
ら
」

の
設
立
か
ら
十
二
年
が
過
ぎ
た
現
在
の
「
菜

の
花
」
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

現
在
の
「
菜
の
花
」
登
録
者
数
は
、
四
十

二
名
で
あ
り
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
韮
崎
市
十
四
名
、
北
杜
市
二
十
七

名
、
富
士
見
町
一
名
で
あ
る
。
二
市
の
住
人

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
法
人

内
の
入
所
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の

利
用
や
他
法
人
の
入
所
施
設
か
ら
の
利
用
も

含
ま
れ
て
い
る
。
年
齢
構
成
を
み
る
と 

十
代 

二
名
、
二
十
代 
十
四
名 

三
十
代 

九
名
、
四
十
代 
二
名 

五
十
代 

四
名 

六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で 

四
名 

六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
以
上 

七
名 

で
あ
る
。 

三
十
歳
以
下
が
全
体
の
約
五
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
、
五
十
歳
以
上
は
全
体
の
約
三
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
と
若
い
方
の
割
合
が
多
い
。
し
か

し
、
最
高
齢
は
八
十
一
歳
と
六
十
歳
以
上
だ

け
で
も
十
一
名
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
居
て
、

高
齢
化
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
障
害

支
援
区
分
を
見
て
い
く
と
、
三
十
歳
以
下
の

区
分
五
・
六
の
方
は
二
十
名
で
登
録
者
全
体

の
四
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
。
五
十
歳
以
上
で
区

分
五
・
六
の
方
は
八
名
で
全
体
の
十
九
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
も
若
い
方

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
年
間
の
利

用
実
績
か
ら
の
数
字
と
な
る
と
変
わ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
若
い
方
の
比
重
が
多
い
事

に
は
変
化
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に

全
年
齢
の
区
分
五
・
六
の
方
の
年
間
の
利
用

割
合
は
六
割
を
超
え
て
い
る
。 

私
は
、
他
法
人
運
営
の
同
種
の
事
業
所
の

実
態
に
つ
い
て
知
識
が
な
い
の
だ
が
、
「
菜

の
花
」
に
関
し
て
言
え
ば
、
三
十
代
二
十
代

の
青
年
期
の
方
が
多
く
い
て
、
あ
る
一
定
程

度
、
高
齢
期
を
迎
え
た
方
が
増
え
て
き
て
い
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る
中
で
、
全
体
は
重
度
化
加
齢
化
し
て
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

利
用
者
は
、
事
業
開
始
の
こ
ろ
か
ら
支
援

学
校
の
卒
業
生
が
毎
年
一
〜
二
名
あ
り
、
地

域
か
ら
の
相
談
や
紹
介
で
の
利
用
も
毎
年
一

～
二
名
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
い
て
、
毎
年
少
し

ず
つ
増
え
続
け
て
い
る
。 

利
用
の
ニ
ー
ズ
は
、
日
中
活
動
先
と
し
て

何
ら
か
の
作
業
を
し
た
い
と
い
う
活
動
重
視

ニ
ー
ズ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
休
み
た
い
、
お
風

呂
に
入
り
た
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
提
供
し
て
ほ
し
い
、
健
康
に
つ
い
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
欲
し
い
な
ど
の

生
活
支
援
ニ
ー
ズ
に
重
点
が
移
っ
て
き
て
い

る
。
年
々
、
入
浴
支
援
の
希
望
者
が
増
え
、

回
数
も
増
し
て
い
る
。
菜
の
花
や
あ
お
ぞ
ら

の
空
間
と
入
浴
設
備
な
ど
は
、
そ
ろ
そ
ろ
キ

ャ
パ
オ
ー
バ
ー
と
な
る
。 

近
年
の
特
徴
と
し
て
も
う
一
つ
は
、
経
管

栄
養
や
痰
の
吸
引
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
人
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
重
度
化
高
齢
化
の
所
以
で
あ
る
が
、

医
療
面
に
つ
い
て
、
菜
の
花
に
は
弱
さ
が
あ

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
経
営
環
境

の
変
化
が
大
き
く
、
制
約
が
多
い
中
に
あ
っ

て
も
、
法
人
に
お
願
い
し
て
、
少
し
ず
つ
医

療
面
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
看
護
師
の
増

員
や
職
員
の
医
療
的
ケ
ア
の
た
め
の
研
修
派

遣
、
医
療
的
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
県
指
定
事

業
所
登
録
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
は
、
「
ほ
く
と
診
療
所
」
と
嘱
託

医
契
約
を
結
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
更
な
る
安

心
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
既
に
、

医
療
と
繋
ぐ
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
何
人
か

が
通
院
を
し
て
服
薬
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
他
の
医
療
機
関
に
紹
介
さ
れ
た
り
し

て
、
良
い
効
果
が
現
れ
て
い
る
。 

日
中
活
動
で
は
、
造
形
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
樫
村
玲
子
先
生
、
北
村
雅
子
先
生

の
ご
協
力
で
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
潜

在
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
主
張
を
形
に
し
て
い

る
。
利
用
者
の
「
想
い
」
を
発
表
す
る
場
と

な
る
展
示
会
「
み
え
な
い
こ
と
づ
け
」
は
今

年
度
で
六
回
目
と
な
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に

観
て
い
た
だ
き
た
い
。 

十
二
月
か
ら
は
「
菜
の
花
」
の
大
規
模
な

改
修
工
事
が
始
ま
る
。
あ
ま
り
良
い
条
件
と

は
言
い
が
た
い
環
境
の
中
で
医
療
的
ケ
ア
を

受
け
て
い
た
方
々
の
た
め
の
、
静
か
で
安
心

な
空
間
が
生
ま
れ
る
。
菜
の
花
ス
タ
ッ
フ
た

ち
が
新
た
な
環
境
の
中
で
の
支
援
方
法
を
提

案
し
始
め
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。 

保
護
者
の
「
親
亡
き
後
」
へ
の
思
い
か

ら
、
「
菜
の
花
カ
フ
ェ
」
と
い
う
有
志
の
集

ま
り
が
で
き
た
。
月
に
一
度
の
お
茶
会
を
通

じ
て
、
様
々
な
情
報
交
換
を
し
、
将
来
へ
の

具
体
的
な
展
望
を
皆
さ
ん
で
描
い
て
い
る
。 

「
菜
の
花
」
で
は
、
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の

「
想
い
」
を
大
切
に
、
「
一
人
ひ
と
り
を
え

こ
ひ
い
き
」
し
て
、
健
康
で
楽
し
く
、
自
分

の
居
場
所
が
あ
る
、
「
明
日
も
来
た
い
！
」

と
思
え
る
「
菜
の
花
」
を
目
指
し
て
、
全
ス

タ
ッ
フ
が
取
り
組
ん
で
い
る
。 
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日
野
春
學
舎
構
想 

 
 

 
 

 

～
こ
れ
ま
で
の
道
程
と
今
後
の
展
望
～ 

 

社
会
福
祉
法
人 

八
ヶ
岳
名
水
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

企
画
事
業
部 

 

窪
川 

敦
之 

「
こ
の
ま
ま
で
は
枯
れ
た
地
域
と
肥
大
化
し

た
施
設
し
か
残
ら
な
い
。
」 

「
あ
と
１
０
年
も
す
る
と
、
地
域
で
受
け
継

が
れ
て
き
た
文
化
も
意
思
も
途
絶
え
て
し
ま

う
。
」 

「
一
歩
を
踏
み
出
す
な
ら
今
し
か
な
い
。
」 

 
 

そ
ん
な
危
機
感
と
使
命
感
を
バ
ネ
に
、
私

た
ち
八
ヶ
岳
名
水
会
が
廃
校
と
な
っ
た
日
野

春
小
学
校
を
北
杜
市
か
ら
お
借
り
し
て
「
日

野
春
學
舎
」
と
名
付
け
、
こ
こ
を
拠
点
と
し

た
広
域
的
公
益
事
業
「
日
野
春
學
舎
構
想(

以

下
：
本
構
想)

」
を
立
案
し
て
活
動
を
開
始
し

て
か
ら
早
１
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
地
域
の
方
々
を
始
め
多
く
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多

様
な
ア
イ
デ
ア
と
人
材
が
集
ま
り
、
幅
広
い

活
動
展
開
が
実
現
し
て
参
り
ま
し
た
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
道
の
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
来
し
方
を
振
り
返
り
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
ず
、
本
構
想
は
、
当
法
人
が
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
中
で
培
っ
た
強
み(

資
産)

を
活
か

し
て
「
農
業
部
門
」
「
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル

部
門
」
「
ア
ー
ト
企
画
部
門
」
の
３
本
柱
で

構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
目
標
を
掲
げ

て
い
ま
す(

下
記
参
照)

。 

  

ま
た
、
本
構
想
は
昨
年
度
、
今
年
度
と
そ

れ
ぞ
れ
に
日
本
財
団
及
び
福
祉
医
療
機
構
か

ら
助
成
対
象
事
業
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
助
成
に
つ
い
て
、
活

動
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
資
金
的
な

支
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
経
済
的
な

意
味
は
勿
論
大
き
い
の
で
す
が
、
加
え
て
、

公
益
的
に
意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
る
こ
と
を

広
く
公
に
認
め
て
い
た
だ
け
た
、
と
い
う
社

会
的
な
意
味
も
大
き
く
、
私
た
ち
の
活
動
を

進
め
て
い
く
上
で
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

様
々
な
支
援
を
得
て
展
開
さ
れ
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ま
ず

「
農
業
部
門
」
で
は
、
栽
培
作
物
の
選
定
を

進
め
、
地
域
農
業
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
栽

培
技
術
の
向
上
と
、
販
路
拡
大
の
た
め
の
都 

 

市
部
へ
の
出
張
販
売
（
マ
ル
シ
ェ
）
の
定
例

化
を
行
っ
て
収
益
性
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
「
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
部
門
」
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で
は
、
毎
月
２
回
の
講
座
を
定
例
化
し
、
受

講
生
に
対
し
て
、
社
会
参
加
す
る
上
で
必
要

な
心
構
え
や
マ
ナ
ー
と
と
も
に
、
正
し
い
自

己
評
価
と
は
何
か
を
一
緒
に
考
え
た
り
、
そ

れ
ら
を
総
合
し
て
障
害
者
就
職
セ
ミ
ナ
ー
参

加
の
準
備
を
す
る
等
の
講
座
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
皆
で
一
緒
に
学
ん
で
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
仲
間
意
識
が
醸
成
し
、
今
ま

で
社
会
の
中
で
孤
立
し
疎
外
さ
れ
る
こ
と
の

多
か
っ
た
受
講
生
に
と
っ
て
、
知
識
だ
け
で

な
く
社
会
と
の
絆
を
結
び
直
す
広
い
意
味
で

の
学
び
直
し
の
場
と
な
り
、
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
ア
ー
ト
企
画
部

門
」
で
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
に
於
い
て
県

内
の
各
事
業
所
と
連
携
し
た
「
つ
な
ぐ
た
ゆ

た
う
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
し
、
「
障
が
い
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
共
に
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
心
と
、
人
と
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
育
む
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
実
現

に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

成
果
の
一
方
で
、
「
農
業
部
門
」
で
は
、

付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
農
産
品
の
加
工

と
製
品
化
、
及
び
就
労
困
難
者
向
け
の
中
間

的
雇
用
の
創
出
、
「
ブ
リ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
部

門
」
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
の
充
実
と
、

よ
り
広
範
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、「
ア

ー
ト
企
画
部
門
」
で
は
、
作
品
及
び
活
動
の

社
会
的
評
価
の
向
上
と
、
収
入
に
繋
が
る
仕

組
み
を
如
何
に
整
備
す
る
か
、
等
々
の
課
題

も
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
て
の
部
門
で
共
通
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の

が
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
や
発
達
障
害
を
抱
え

る
方
等
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
薄
い
方
達

と
地
域
と
の
関
係
構
築
、
及
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
関
す
る
専
門
性
の
さ
ら
な
る
向
上

と
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
専
任
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
と
い
う
課
題
で
す
。 

 

 

 

来
年
度
以
降
、
各
部
門
で
上
げ
ら
れ
た
課

題
の
解
決
と
共
に
、
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
一
般
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に

よ
る
情
報
発
信
、
情
報
収
集
を
通
し
て
広
範

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
本
構
想
の
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
実
現
し
よ
う
と

す
る
こ
と
の
社
会
的
意
義
を
広
く
社
会
に
周

知
し
て
、
経
済
的
、
社
会
的
な
支
援
が
継
続

し
て
得
ら
れ
る
よ
う
、
協
力
者
及
び
ス
ポ
ン

サ
ー
を
厚
く
募
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
て
、
跡
を
継
ぐ
次
の
世
代
の

為
の
道
を
付
け
、
ま
ず
は
今
後
の
１
０
年
、

安
定
的
に
持
続
し
発
展
で
き
る
確
か
な
活
動

の
基
盤
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
道

の
り
は
ま
だ
遙
か
で
す
が
、
皆
様
に
は
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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八ヶ岳名水会の地域の中での農業のあり方 

―NPO 法人化プロジェクトの目的と方向性― 

  

                           多機能型通所事業所 春の陽   

管理者 成島公幸 

平成 26年度日本財団から補助金をいただきながら日野春学舎構想が始まりました。内

容としては農業部門、就労支援部門、アート企画部門の 3部門に分かれ、それぞれの角度

から法人内に留まらず、地域全体の課題として改善していくという企画です。農業部門に

おいては、平成 29年 4月NPO法人化に向けての活動計画を立て、地域の方々の参加協

力も頂きながら生産、加工、流通それぞれの段階での課題整理と方向性の確認をしながら

事業展開をしている状況です。最終的に NPOとして独立させることには二つの目的があ

ります。第一に耕作放棄地が増える中で、地域就農者との協働による地域活性、第二に就

職困難者、障がい者のしっかりとした雇用の場をつくるという目的です。名水会の数ある

日中活動メニューの中の一つとして農作業は継続力と体力作りの目的で始められました

が、年を重ねるごとに規模が拡大していき、福祉法人での管理範囲を超えたのも伏線にあ

ります。現状として、過疎化する北杜市において日野春、小荒間圏域合わせて４町歩の圃

場地を管理しながら就職希望者受け止め準備をしています。 

  

計画の中での一年目に当たる平成 26年度においては生産面で圃場地の整理と確保、並行

して過去と今後の生産品目の精査を行いました。流通販売面では月に一度の都内でのマル

シェの開催や連携法人NPOパンジーが運営する米心亭への協賛も行い、地域展開の基盤

つくりを始めました。 

平成２７年度は、実際に加工までを視野に入れた品目の播種、圃場管理、収穫までの一

連の流れを実際に行い、それに伴う実労働時間や収穫時期、収穫量の数字出しを主眼に置

いています。同時に、地域就農者集まりである社団法人「里くら」からの農業指導も仰ぎ

なら、軸となる管理体制の確立も行っている状況です。 
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三年目の平成 28年度においては実際の加工、流通、販売のための安定した収穫量の確

保が掲げられます。また、加工場の開設も視野に入れています。現状としてトマト、ニン

ニク、梅等の生産物は外部加工場にすべて委託している状況です。加工の工程として洗

浄、加熱、裏ごし、ピューレ軽量、ビン詰め、シール貼り等多々の職域があります。外部

に委託することにより本来職の場を提供することも目的の一つなのですが、わかりやすく

金銭も発生させやすい仕事を自ら放棄している状態です。加工場を開設する事は就職困難

者に対して職の場を提供することが第一の目的であり、第二に地元の生産者の持ち込んだ

生産物も加工して生産者に返還することにより地域農家の活性にもつながります。他の総

合的な見地からの計画として、加工品のブランド化も考えています。味噌、トマトソー

ス、各種ジャム等をデザイナーも含めたチームの中でブランディングをした上での販売展

開を視野に入れています。他にも、ホームページの継続運営による宣伝活動や、NPO法

人の毎月の会報誌の発行発送、グリーンツーリズムによる各種農業体験や各種イベント、

マルシェを継続開催することなど丁寧に形にしていきたいと思います。結果的に、生産者

同志のつながりや一般の消費者からの認知度も高めていくことになると感じます。雇用の

場として、圃場管理等の生産活動、加工部門、宣伝や商品管理等の事務活動の三部門を軸

として考えていく上で、日野春学舎構想の一端であるブリッジスクールからの就労基盤が

できた就職希望者の受け止めも随時行っていければ幸いです。 

     

 

全体構想としては法人化そのものが目的ではなく、就労の場を提供することで本人が望

む生活ができるように、大勢の人が関わりながら継続的に支援するという場作りをするこ

とが大きな理念としてあります。農業を情報発信としてソーシャルファームが形成され、

最終的には地域との共存共生が実現できればと考えています。 

ふつうの場所でふつうの暮らし・・・いい言葉ですね。 
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外
部
視
察
研
修
報
告 

 

「
私
た
ち
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！
」 

  

社
会
福
祉
法
人 

八
ヶ
岳
名
水
会 

 
 

 
 

支
援
セ
ン
タ
ー
陽
だ
ま
り 

 

中
村 

和
稔 

『
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
…
』
と
頭
を
抱

え
て
し
ま
う
よ
う
な
課
題
で
し
た
。 

支
援
セ
ン
タ
ー
陽
だ
ま
り
が
菜
の
花
か
ら

日
野
春
小
学
校
に
事
務
所
機
能
を
移
動
し
た

頃
か
ら
、
今
法
人
と
し
て
抱
え
て
い
る
課
題

の
整
理
を
し
て
い
く
過
程
で
、
居
住
支
援
会

議
と
い
う
会
議
が
始
ま
り
、
出
て
き
た
課
題

か
ら
い
く
つ
か
の
部
門
に
分
け
て
、
今
私
が

担
当
し
て
い
る
短
期
入
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
現
状
の
確
認
や
地
域
に
お
け

る
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
し
て
、
そ
れ
を
一
法
人

で
担
う
の
に
は
限
界
が
き
て
い
る
こ
と
や
、

場
所
の
問
題
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
問
題

は
山
積
み
で
し
た
。
ま
っ
た
く
ど
こ
か
ら
手

を
つ
け
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な

状
況
の
中
で
、「
県
内
外
問
わ
ず
に
短
期
入
所

を
し
て
い
る
他
の
法
人
施
設
の
見
学
を
し
て

は
ど
う
か
？
」
と
い
う
意
見
が
出
て
、
今
回

の
施
設
外
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
二

事
業
所
、
聖
ヨ
ハ
ネ
学
園
と
三
富
福
祉
会
の

短
期
入
所
事
業
所
を
訪
れ
、
現
場
の
職
員
や

利
用
者
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
中
で
可

能
な
こ
と
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
み
え
て

き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
外
部
施
設
見
学
な
ど
の
研
修
に
参

加
す
る
機
会
を
頂
き
、
他
法
人
の
事
業
所
職

員
と
話
を
し
て
、
山
梨
県
に
は
志
や
力
を
も

っ
た
施
設
職
員
が
数
多
く
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
私
自
身
も
そ
の
方
々
か
ら
刺
激
を

受
け
、
山
梨
県
の
福
祉
の
未
来
は
明
る
い
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

私
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
く
支
援
員
に

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  

社
会
福
祉
法
人 
八
ヶ
岳
名
水
会 

 
 

 
 

春
の
陽 
の
は
ら
樂
団 

 

清
水 

和
恵 

 

私
は
、
今
回
の
外
部
施
設
研
修
に
参
加
し

て
、
障
害
者
就
労
に
お
い
て
は
、
生
活
支
援

と
中
ポ
ツ
と
の
連
携
な
し
に
は
持
続
が
困
難

で
あ
る
こ
と
や
名
水
会
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
が
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
明
確
化
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

視
察
を
終
え
て
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
を
将
来
的
に
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
、
同

じ
法
人
運
営
で
あ
り
な
が
ら
、「
ブ
ル
ー
ス
カ

イ
」
と
「
味
彩
花
」
の
衛
生
管
理
意
識
レ
ベ

ル
の
違
い
に
ふ
れ
ま
し
た
。
意
識
の
落
と
し

込
み
の
み
な
ら
ず
、
意
識
改
革
や
意
識
を
保

持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
出
来
た
こ
と

が
何
よ
り
の
成
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

提
供
後
の
ク
レ
ー
ム
対
応
な
ど
確
か
な
軌

跡
に
触
れ
、
私
も
今
後
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
県
下
に
お
け
るH

A
C
C
P

の
実

状
を
調
べ
て
、
ニ
ー
ズ
対
応
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
を
手
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。 

 

有
限
会
社 

食
品
環
境
セ
ン
タ
ー
代
表
取

締
役 

公
益
社
団
法
人 

日
本
食
品
衛
生
協

会 

技
術
参
与
で
あ
る
新
蔵
登
喜
男
氏
の
胸

を
借
り
る
な
ど
の
検
討
を
含
め
、
様
々
な
課

題
に
向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 



９ 

 

    

春
の
陽 

 

仲
野
谷
律
子
さ
ん 

  
 
 
 
 
 
 
 

春
の
陽
に
勤
務
と
な
り 

一
カ
月
過
ぎ
ま
し
た
が
、

職
場
で
は
名
前
を
覚
え
る
こ
と
や
仕
事
の
支

度
等
初
め
て
の
こ
と
で
日
々
手
探
り
状
態
で

す
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
な
ど
発
症
し
や
す
い
時
期
に
な
り
ま

す
の
で
健
康
管
理
と
医
療
面
に
お
い
て
サ
ポ

ー
ト
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 

 
 
 

菜
の
花 

 

日
向
か
お
る
さ
ん 

  
 
 
 
 
 
 
 

菜
の
花
に
勤
務
し
て
八 

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
の
こ
ろ
は
看
護
師
と
し
て
の
役
割
が
見

え
ず
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
他
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
同
し
な
が
ら
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
比
べ
て
高
齢 

 

の
利
用
者
さ
ん
が
増
え
た
り
、
医
療
的
ケ
ア 

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
看
護
師
と
し
て
担
う

業
務
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ス

タ
ッ
フ
間
の
連
携
を
大
事
に
し
て
、
利
用
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
看
護
師
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

菜
の
花 

 
 

河
野
映
子
さ
ん 

  
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
五
月
よ 

り
名
水
会
「
星
の
里
」

に
就
転
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら
菜
の

花
に
移
動
し
て
き
ま
し
た
。
一
般
の
病
院
に

長
年
勤
め
て
い
た
経
験
は
今
ど
の
よ
う
に
生

か
せ
て
い
か
れ
る
の
か
、
全
く
見
え
て
い
な

い
事
の
焦
燥
感
が
、
日
々
自
分
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
か
け
て
い
る
と
い
う
の
が
、
今
の
心

境
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
一
人
一
人
が
心
も

身
体
も
健
康
に
、
生
活
で
き
る
よ
う
お
手
伝

い
が
で
き
て
い
か
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
私
生
涯
現
役
で
楽

し
く
働
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
き
ま
す 

 

   

 
 
 
 
 

 
 
 

の
は
ら
楽
団 

 

仲
山
保
子
さ
ん 

 

九
月
よ
り
「
の
は
ら
楽 

団
」
で
看
護
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
病
院
だ
け
の
勤

務
経
験
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
施
設
に
来
て
の

第
一
印
象
は
、
自
由
で
開
か
れ
た
施
設
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
勤
務
当
日
は
期
待
と
不
安

で
緊
張
し
て
い
る
私
で
し
た
が
、
利
用
者
さ

ん
は
自
然
体
で
元
気
に
挨
拶
語
り
か
け
て
く

れ
、
明
る
い
雰
囲
気
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
日
を
重
ね
る
う
ち
に
職
員
と
利
用
者
間
に

は
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
な
い
自
由
で
平
等
な

関
係
が
築
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
環
境
に
身
を
置
く
う
ち
に
緊
張
は
楽
し

い
気
持
ち
に
導
か
れ
た
の
で
し
た
。
二
か
月

が
過
ぎ
た
今
で
も
自
由
な
開
か
れ
た
施
設
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
一
員
看

護
師
と
し
て
健
康
管
理
を
行
い
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。  

 
 名

水
会
で
は
他
に
も
多
く
の
看
護
師
さ
ん
た

ち
が
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
暖
か
い
支
援

が
い
つ
ま
で
も
途
切
れ
ぬ
よ
う
皆
で
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

女
取
の
泉 

看
護
師
さ
ん
か
ら
一
言
！ 

 
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
～
す 



 

 

ど
う
ぞ 

  
○
題
字
を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
方 

後
援
会
員 

        
 

 
 

 

相
澤 

泰 

様  

○ 

表
紙
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
っ
た
方 

星
の
里
利
用
者 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
澤 

啓
一
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

素
敵
な
字
と
絵
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！ 

 
 

    

菜
の
花
で
は
Ｐ
Ｃ
（
パ
ソ
コ
ン
）
を
集
め
て

い
ま
す
。家
で
眠
っ
て
い
る
中
古
パ
ソ
コ
ン
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
菜
の
花
に
譲
っ
て
下
さ
い
。 

（
Ｏ
Ｓ
が
Ｗ
Ｉ
Ｎ 

Ｘ
Ｐ
以
降
の
も
の
に
限

り
ま
す
。） 

 

問
い
合
わ
せ
連
絡
先 

０
５
５
１-

４
５-

７
５
０
１ 

八
ケ
岳
名
水
会
（
菜
の
花 

廣
瀬
） 

 
 

 
 

 

 

大
相
撲
の
第
五
十
五
代
横
綱
で
、
日
本
相

撲
協
会
の
理
事
長
だ
っ
た
北
の
湖
氏
が
六
十

二
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。「
憎
た
ら

し
い
ほ
ど
強
い
」世
間
か
ら
そ
う
言
わ
れ
続
け

た
横
綱
は
孤
独
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。そ
ん
な

北
の
湖
氏
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。引

退
後
の
新
弟
子
検
査
の
際
、小
柄
な
舞
の
海
関

が
身
長
を
稼
ぐ
為
、頭
に
シ
リ
コ
ン
を
入
れ
て

臨
ん
だ
時
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
「
痛
い
か
？
も

う
少
し
の
辛
抱
だ
か
ら
な
」
と
優
し
い
言
葉
を

掛
け
て
い
た
の
が
北
の
湖
氏
だ
っ
た
と
い
う
。

い
つ
で
も
周
囲
の
人
を
気
遣
い
、絶
対
に
弱
音

を
吐
か
な
い
、昭
和
の
大
横
綱
の
ご
冥
福
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
平
成
二
十
七
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
今
年
一
年
、
耳
を
塞
ぎ
た
く
な

る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。マ
ン
シ
ョ
ン
の
杭
打
ち
デ
ー
タ
改
ざ

ん
問
題
。
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
起
き
た
同
時
多

発
テ
ロ
。ど
れ
も
目
を
疑
う
よ
う
な
情
報
が
連

日
報
道
さ
れ
、こ
の
先
世
界
は
い
っ
た
い
ど
う

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
不
安
に
な
っ
た
。し

か
し
、こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
基
本
に
戻

り
、誠
実
で
清
ら
か
な
世
の
中
を
作
っ
て
い
く

為
に
、足
元
を
し
っ
か
り
固
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。そ
う
横
綱
の
土
俵
入
り
の
よ
う

に
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

錦 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

                      

社会福祉法人 八ヶ岳名水会 

〒408-0031 山梨県北杜市長坂町小荒間1095-7    

TEL 0551-32-7355  

FAX 0551-32-7350 

E-mail hoshinosato@coast.ocn.ne.jp 

URL  http://www4.ocn.ne.jp/~hosi7355/ 

 

 

 

 

広報委員会スタッフ  

錦見祐治（陽だまり） 廣瀬政光 小池翔 穂坂雄太 浅利美衣（以上菜の花） 

伏見祐司 相吉謙輔（以上星の里） 阿部通洋 村瀬成美 高柳優（以上春の陽） 望月杏沙美 

（ぽーら） 立川瞳（相談支援） 坂本むつみ（以上事務局） 

 

 

Ｐ
Ｃ
譲
っ
て
下
さ
い
！ 


